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世の中に内視鏡外科手術が導入され, 間もなく 20 年を迎えようとしている. この間に, 内視鏡外科手
術は, 消化器外科領域をはじめ呼吸器, 婦人科, 泌尿器科領域において良性疾患はもちろん, 悪性疾患に
対しても急速に普及を遂げ, 社会やマスコミから善きも悪しきもこの手術は常にクローズアップされてき
た. このような発展期に, わが国の内視鏡外科の進歩に大きくかかわった 2つの出来事を紹介したい.
一つ目は, 昨年の 9 月 2 日から 4 日間にわたって横浜にて, 本学会が中心となって ｢第 11 回世界内視
鏡外科学会｣ を開催できたことである. 黎明期の 1994 年, 出月康夫会長のもと京都で開催して以来 14 年
ぶりのことである. 今回は, 内視鏡外科の急成長後の大会として, 世界 74 カ国 1 地域から 3,500 名を超
える医師をはじめとして, メディカルスタッフ, 多くの企業が参加し, 熱気あふれる盛況な国際学術会議
となった. 5 つの特別企画は, これからの光学機器としての 3D内視鏡, 開発途上の新しい手術機器の披
露, 卓越した手術手技, 世界の治療成績と学術的エビデンス, 内視鏡外科に関する教育と, 現時代に則し
たテーマが取り上げられた. おかげをもってシンポジウム, ワークショップ, 一般演題を含めたすべての
会場では, 連日どこも白熱した議論が交わされていた. また opening ceremony では, 皇太子殿下の御臨
席のもと, 内閣府特命大臣をはじめとする要人もご出席され, 厳かかつ盛大に執り行われた. 今回のこの
世界大会の成功は, ひとえに北島政樹理事長をはじめとする組織委員の先生方のご指導と本学会会員の皆
様方のご支援, ご協力の賜に尽きると言えよう.
二つ目は, 内視鏡外科手術のエビデンスの確立として, 厚労省研究班 ｢進行大腸癌に対するランダム化
比較試験｣ の順調な進捗を紹介したい. 薬物, 手術療法を問わず標準治療の確立には臨床試験, 特に第
III 相試験の実施が重要である. しかし, わが国では海外より常に遅れを取っており, 医療情勢や医療技
術の異なる海外のデータを外挿することがしばしばである. 手術療法の RCT は, わが国では特に IC 取
得が困難と考えられており, 臨床試験の計画段階で, 多くの臨床試験の専門家から厳しいご意見をいただ
いていた. そのような中で, この班を構成するわが国の内視鏡外科先進 27 施設のメンバーは, 優れた技
術と確固たる rationale を持ち, 数々の障害を乗り越えるだけの熱意を持ち続け, 4 年余りで登録目標の
1,050 例に間もなく到達しようとしている. もちろんこの分野では海外でも類のない最多の症例数である.
このわが国の第 III 相試験の結果が, 世界の内視鏡外科に与える影響は限りなく大きいと思われる.
2009 年最初の発行号として, 内視鏡外科に関する 2 つの出来事を紹介させていただいた. 今年も, 本
学会会員が内視鏡外科の分野で世界のリーダ的役割を果たし, さらに飛躍していくことを期待したい.
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第 14 巻 2 号 ｢特集｣
『臓器移植と内視鏡下手術』

生体腎移植における後腹膜鏡下ドナー腎摘出術
―術式のポイント 尾本和也・他 東京女子医科大学泌尿器科
生体腎移植における用手補助後腹膜腔鏡下ドナー腎摘除術 市丸直嗣・他 大阪大学大学院器官制御外科
生体肝移植における内視鏡補助下肝切除術 若林 剛・他 岩手医科大学外科
生体肝移植における腹腔鏡補助下ドナー肝切除
―葉切除の理論と手技 黒崎 功・他 新潟大学大学院一般外科
●原著
医療経済からみた腹腔鏡下胆�摘出術に対するクリップ法と
結紮法の 2群間比較 大平周作・他 半田市立半田病院外科
開腹既往例に対する腹腔鏡下大腸切除術の検討 坂本英至・他 名古屋第 2赤十字病院外科
経済性と安全性を考慮した小児腹腔鏡下手術
におけるトロッカー挿入 浅桐公男・他 久留米大学小児外科

他に ｢症例報告｣ ｢手術手技｣ ｢私の工夫｣ を掲載予定
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